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奥田喜久男の 心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。上上

299人目

奥田　佐藤さんが2017年に設立された会社は、ひ

きこもり者主体というコンセプトもユニークです

が、まず社名を聞いて「なんのこっちゃ？」と思わ

せるインパクトがありますね。

佐藤　実は「ウチらめっちゃ細かいんで（以下、め

ちゃコマ）」というネーミングは、夢の中で降りてき

たんです。ひきこもりの人というのは、とても細か

い性格の人が多いのですが、その細かさを欠点で

はなく武器や強みとして伝えるにはどうしたらいい

かとずっと考えていたら、寝ているときにこのフレ

ーズがふと浮かびました。

奥田　なるほど。ちょっとユーモラスで明るいイメ

ージもありますね。ところで、ひきこもりの人や障

害をもつ人たちにスポットを当てる原点はどんなと

ころにあったのですか。

佐藤　子どもの頃、近所に“アキちゃん”という同

い年の女の子がいました。幼い頃は一緒に遊んで

おり、その後も交流が続いていたのですが、彼女

は重い自閉症で、ずっと話すことができませんでし

た。当時は子どもながらに、学校はどうするんだろ

うとか心配しましたし、大人になってからも親御さ

んが亡くなった後はどうなるのかなどと、ずっと心

に引っかかっていたんです。

奥田　小さなときから、障害を抱えた人に対する

思いがあったのですね。

ひきこもりでも
自身の能力で生きていける
仕組みを

ウチらめっちゃ細かいんで
代表取締役社長

Kei Sato
佐藤 啓
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【東京・月島発】取材の途中で「サイト内もそうですが、人
の気配がしない会社ですね」というフレーズが、ふと口を
ついて出た。不快感を覚える言葉かもしれない。ところが
「めちゃコマ」社長の佐藤さんは、そんなことを意識した
ことはなかったという。2人でその理由を探っているうち
に、当たり前のことに気づいた。130名いる社員のほとん
どがリモートワークであり、オフィスに人が集まって仕事
をする会社ではないのだ。コロナ禍のはるか前から在宅
勤務が当たり前というある種先進的な企業経営の裏には、
深い問題意識があった。 （本紙主幹・奥田喜久男）

ひきこもりの人たちの“細かさ”は
強みであり武器となる
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※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

佐藤　それと、めちゃコマ設立のきっかけになっ

たのは、私の双子のいとこの存在でした。彼らは

学校を出た後に就職したのですが、何らかのきっ

かけで2人ともひきこもりになってしまったんです。

アルバイトをしてもなかなか長続きせず、出たり入

ったりの状態が20年以上続いています。先日お父

さんが亡くなりましたが、もし残されたお母さんが

亡くなったりすれば、年金収入も途絶えてしまいま

す。そうなったらどうやって生活していけばいいの

かという、いわゆる8050（7040）問題に直面して

いるのです。

奥田　身近にそうした方々がいると、より問題意

識は高まりますね。

佐藤　こうした人たちが、自分の能力を発揮して、

生きていけるようにすることが必要ではないかと思

いました。

　それで、まず、ひきこもりの人に会ってみようと

思い、実際にお会いしてみると、頭の回転が速い

人や高い能力の持ち主がたくさんおられたんです。

日本にひきこもりの人は100万人いるといわれ、実

にもったいないと思いました。その半数は何らかの

精神的な疾患や発達障害を抱えているといわれ、

その部分はさきほどのアキちゃんの話ともオーバー

ラップするのですが、そうした方々が持っている能

力を発揮できる仕組みや仕掛けをつくるべきだと

考えたわけです。

奥田　ひきこもりだからといって、決して能力的に

劣っているわけではないと。

佐藤　そうですね。そこで私は、ITエンジニアを

やってきたこともあり、プログラミングならば在宅で

もできるだろうと考え、めちゃコマを立ち上げました。

奥田　めちゃコマのビジネスについては後編でじ

っくりうかがうとして、佐藤さんご自身は子どもの

頃、どんなことに熱中していましたか。

佐藤　小学校5年生のときにクリスマスプレゼン

トに買ってもらったのが三菱電機製のMSXパソコ

ンです。もともとはファミコンが欲しかったのです

が、父からファミコンはダメだがパソコンならいい

といわれた覚えがあります。もっとも、MSXでも

ゲームをけっこうやりましたが……（笑）。

奥田　遊ぶためのコンピューターはダメと（笑）。

佐藤　このときパソコンを買った電器屋さんに、

高校2年生のお兄さんがいたんです。この方は私

の恩人の1人といえますが、高校の部活動でプログ

ラミングをやっていて、それを私に教えてくれまし
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ちを吐き出すことができます。

奥田　AIに学習させれば、カウンセラーの機能の

一部を担えるかもしれないと。

佐藤　ただ、日本にはリアルなカウンセリングに

基づくデータベースは存在しません。そうした現

状から、まずはデータベースをつくることそのもの

に研究価値があると考えています。

　実際には、例えばカウンセリングでどういう会

話をするとクライアントの気持ちが楽になるのかと

か、どうしたら課題の掘り下げができるかというこ

とを究明する必要があるわけです。

奥田　データベースをつくるだけでも、容易では

ありませんね。

佐藤　そうですね。でも、今後のめちゃコマの事

業展開にも関連する大事な課題なのでなんとか実

現したいと考えており、いま具体的なプランを練っ

ているところなんです。

奥田　なるほど。事業経営と研究の二足の草鞋と

いうわけですね。 （つづく）

　1973年、北海道札幌市生まれ。東京工業大学工学部電気・電子工学科卒業。96年、セイコー
エプソン入社。ソフトウェア部門でエンジニアとして従事し、会社派遣による海外留学（米ワシントン
大学経営大学院＝MBA修了）を経て、経営企画部門で新事業育成等を担当。同時期に東京工業大学非
常勤研究員も兼務。2006年、フロンティアリンク設立、代表取締役に就任。17年、日本初のひきこ
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式会社ウチらめっちゃ細かいんで――ひきこもり×在宅×IT＝可能性無限大！』（あさ出版）がある。
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クリスマスプレゼントの
MSXパソコンが
エンジニアへの道をひらく
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　2016年4月14日、熊本市内で打ち合わせ中、佐藤
さんはM6.5の大地震に遭遇した。その後、当時福
岡にあった拠点に戻ったものの、16日未明、熊本で
M7.3の本震が発生したことを知る。居ても立ってもい
られなくなった佐藤さんは、パン2万個、米700キロ
をすべて自前で現地に運んだ。そのお礼の気持ちとし
てもらった「くまモン」は、ずっと身近に飾っていたため、
日に焼けて頭が白くなってしまったのだという。

日に焼けてしまった
「くまモン」

た。MSXパソコンを小さなテレビにつないで、自

分で書いたプログラムを走らせてみると、私がつく

ったロケットの画像がちゃんと動いたんです。これ

は感動しました。これで何でもできるのではないか

という、万能感のようなものを抱いたんです。その

お兄さんは東工大に進学するのですが、それを見

て、私も東工大に行ってエンジニアになろうと決

意しました。

奥田　お父さんにパソコンを買ってもらい、電器

屋のお兄さんにプログラミングを教わったことで、

今の道につながったのですね。ちなみにお父さん

はどんなお仕事をされていたのですか。

佐藤　私は札幌で生まれ、小学校に上がる頃に

父の仕事の都合で室蘭に引っ越したのですが、当

時、父は室蘭工大で岩石力学の研究をしていまし

た。まだ北海道にたくさん炭鉱が残っていた時代

で、石炭を掘る際の岩石破壊のメカニズムを調査

するため、何日も鉱山に泊まり込んで仕事をしてい

ました。

奥田　お父さんが理系の学者ということは、エン

ジニアを目指す環境は整っていたわけですね。

佐藤　そうですね。父の職場に行けばパソコンは

たくさんありましたし、今、教育の仕事に携わって

いるのも父の影響があると思います。それで、実

は来年（2022年）の4月から、私は20年ぶりに学生

に戻るんですよ。

奥田　何か新たなチャレンジをされるのですか。

佐藤　東北大学大学院医学系研究科の博士課程

で「AIでうつを解消することはできないか」という

研究に取り組もうと考えているんです。

奥田　AIでうつの解消ですか……。

佐藤　はい。もう少し具体的にいえば、カウンセ

ラーがクライアントに問診する内容を、AIで再現

できないかという研究です。人間のカウンセラーが

24時間、患者さんに関与することは不可能ですが、

AI活用が可能になればLINEなどのチャットボッ

トを通じていつでも気軽に相談したり、つらい気持


